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背景・⽬的：近年、その安全性や量⼦計算の魅⼒から量⼦通信技術の研究が盛んに⾏われている。

中でも我々は⻑距離間量⼦通信の実現に向け、量⼦メモリを⽤いた量⼦中継技術の開発に取り組

んでいる。本研究では、Atomic frequency comb（AFC）量⼦メモリ[1]への結合に向けた、量⼦も

つれ光源励起レーザー及び波⻑変換励起レーザーの周波数安定化を⾏った。波⻑変換後の周波数

変動が量⼦メモリ結晶のスペクトルホールの周波数幅以内に収まることを⽬標とした。 

実験・結果：図１は実験概要図である。レーザーの安定化⽅法は光周波数コムを安定化基準とし

たオフセットロック[2]で⾏った。⽤いたレーザーは 1514 nm の外部共振器型半導体レーザー

（ECDL）および 1010 nm の ECDL である。この安定化⽅法を採⽤したのは、⻑距離間で光の周

波数基準を共有でき、またロックポイントを変えることで量⼦メモリ結晶の吸収波⻑に~10 MHz

の間隔で調整できることが利点としてあるからである。 

 

 

図２は周波数変動の測定結果から計算したアラン分散の値である。今回の周波数安定化により、

AFC 量⼦メモリとの結合に必要な周波数安定度（破線）を満たした。安定化したレーザーの波⻑

変換後の絶対周波数を、量⼦メモリの絶対周波数に調整することも含めた量⼦中継スキームにつ

いても報告する。 
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Figure 3. Experimental setup 

Figure 2. Allan standard deviation. 

(a)1514 nm ECDL. (b)1010 nm ECDL. 

Figure 1. Experimental setup 
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